
要
旨
絵
入
九
巻
抄
出
本
は
、
①
政
変
（
安
和
の
変
．
花
山
院
出
家
事
件
・
伊
周
左
遷
等
）
、
②
仏
教
関
係
（
出
家
全
般
・
法
華
講
等
）
③

行
事
（
算
賀
・
歌
合
・
行
幸
啓
・
祭
等
）
を
主
要
な
本
文
抄
出
の
主
方
針
と
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
前
半
は
政
変
関
連
の
記
事
が
多
く
、
半
ば
は
仏
教
関
係
の
記
事
が
多
く
な
り
、
後
半
は
行
事
中
心
の
抄
出
と
な
っ
て
い
る
。
全
体

を
通
し
て
、
背
景
と
な
っ
た
時
代
を
紹
介
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
と
、
全
巻
に
渡
る
本
文
の
抄
出
、
さ
ら
に
全
体
に
バ
ラ
ン
ス
よ
く
挿
絵
を
充
実

さ
せ
よ
う
と
す
る
観
点
が
あ
る
。

そ
の
編
集
方
針
に
は
、
安
定
の
中
に
内
在
す
る
不
安
定
、
平
和
の
中
に
兆
す
混
乱
の
芽
な
ど
、
あ
る
種
の
歴
史
的
に
普
遍
的
な
テ
ー
マ
を
見

据
え
た
知
識
人
の
目
が
感
じ
ら
れ
る
。

『
栄
花
物
語
』
絵
入
版
本
に
つ
い
て

ｌ
抄
出
本
文
か
ら
考
察
す
る
Ｉ

中

村

康
夫
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｢栄花物語」絵入版本について

さ
て
、
こ
こ
に
考
察
に
採
用
す
る
原
本
は
架
蔵
の
一
本
で
あ
る
。
「
栄
花
物
語
」
絵
入
九
巻
抄
出
本
は
今
日
も
古
書
蝉
に
売
り
に
よ
く

出
て
い
る
の
で
多
数
残
存
し
て
い
る
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
が
、
手
元
の
一
本
は
、
刷
り
は
悪
く
な
い
も
の
の
ご
く
僅
か
な
が
ら
版
木
の

磨
耗
に
よ
る
文
字
の
欠
損
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
と
こ
ろ
も
認
め
ら
れ
る
の
で
、
版
行
さ
れ
た
中
で
も
江
戸
中
期
以
降
の
か
な
り
後
に

刷
ら
れ
た
も
の
に
入
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

簡
単
に
書
誌
を
示
し
て
お
く
と
、
縦
五
五
．
六
セ
ン
チ
、
横
一
八
．
八
セ
ン
チ
。
表
紙
は
布
目
浅
繧
。
目
録
・
系
図
一
冊
、
本
文
八
冊
、

そ
こ
で
、
本
小
稿
で
は
、
絵
入
九
冊
本
の
「
栄
花
物
語
』
に
つ
い
て
、
抄
出
さ
れ
た
本
文
お
よ
び
挿
絵
に
考
察
を
加
え
て
、
内
容
及
び

成
立
事
情
等
に
つ
い
て
、
若
干
の
見
解
を
示
し
て
お
き
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

「
栄
花
物
語
」
は
古
エ

流
布
し
た
と
見
て
よ
い
。

思
わ
れ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
古
活
字
本
も
、
明
暦
二
年
版
本
も
、
残
念
な
が
ら
作
品
の
本
文
と
し
て
は
欠
陥
が
多
い
も
の
で
あ
り
、
絵
入
九
冊
本

が
本
文
を
抄
出
す
る
形
に
し
て
読
み
や
す
く
理
解
し
や
す
く
し
た
こ
と
で
、
読
者
層
を
確
保
し
直
し
た
と
い
う
面
が
大
き
か
っ
た
よ
う
に

原
本

は
じ
め
に

は
古
活
字
本
、
明
暦
二
年
刊
本
と
版
行
が
進
み
、
さ
ら
に
絵
入
九
冊
本
が
出
さ
れ
て
、
江
戸
初
期
に
は
本
文
は
か
な
り
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な
お
、
資
料
の
掲
出
に
つ
い
て
は
、
絵
入
九
巻
抄
出
本
で
は
ど
こ
を
抄
出
し
た
か
を
見
る
と
同
時
に
、
ど
こ
を
抄
出
し
な
か
っ
た
か
を

見
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
の
で
、
「
栄
花
物
語
」
の
記
事
見
出
し
に
つ
い
て
は
本
稿
末
尾
に
す
べ
て
を
ま
と
め
て
掲
げ
、
記
事
見
出
し
の

右
側
に
矢
印
を
付
し
て
抄
出
さ
れ
た
部
分
を
示
し
た
。
た
だ
し
、
小
見
出
し
に
つ
い
て
は
、
松
村
氏
の
「
全
注
釈
」
に
お
け
る
掲
示
を
そ

の
ま
ま
利
用
し
た
。

（
注
１
）

「
栄
花
物
語
」
の
本
文
研
究
は
、
松
村
博
司
氏
に
よ
っ
て
精
力
的
に
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
成
果
は
三
冊
の
「
栄
花
物
語
の
研
究
」
及
び
、

朝
日
古
典
全
書
、
岩
波
の
日
本
古
典
文
学
大
系
、
角
川
の
全
注
釈
等
の
注
釈
害
に
よ
っ
て
広
く
利
用
さ
れ
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。

松
村
氏
に
よ
れ
ば
、
絵
入
九
巻
抄
出
本
は
流
布
本
系
第
三
種
に
分
類
さ
れ
、
本
文
は
古
本
系
第
二
種
本
と
流
布
系
統
本
と
が
混
在
し
て

い
る
、
と
い
う
。
少
な
く
と
も
、
江
戸
初
期
に
展
開
さ
れ
た
古
活
字
本
か
ら
明
暦
二
年
刊
本
へ
の
版
行
の
展
開
時
に
あ
っ
た
少
な
く
な
い

誤
り
を
持
つ
本
文
に
比
べ
る
と
、
抄
出
本
文
と
は
い
え
、
比
較
的
良
好
な
本
文
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

小
論
で
は
、
本
文
の
系
統
を
論
ず
る
こ
と
が
眼
目
で
は
な
い
の
で
、
そ
の
実
態
に
付
い
て
は
別
稿
に
譲
る
こ
と
と
し
、
早
速
、
本
文
の

全
九
冊
。
題
命
は
中
央
上
に
「
栄
花
物
語
目
録
〈
井
〉
系
圖
」
「
栄
花
物
語
一
（
～
八
こ
（
冊
数
の
下
に
所
収
の
巻
名
を
並
記
）
。
刊
記
・

版
元
等
の
記
事
は
な
い
。
落
丁
は
二
丁
認
め
ら
れ
、
乱
丁
は
三
箇
所
あ
っ
た
が
、
乱
丁
は
本
文
調
査
の
前
処
理
と
し
て
正
し
て
綴
じ
直
し

小
論
で
は
、
本
文
の
系
統
を
垂

抄
出
に
つ
い
て
見
て
お
き
た
い
。

た
0

さ
て
、
本
稿
末
尾
に
ま
と
め
て
掲
げ
た
表
を
見
な
が
ら
抄
出
記
事
の
特
徴
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

内
容
の
検
討
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｢栄花物語」絵入版本について

お
、
巻
順
、
記
事
順
で
あ
る
。

・
村
上
天
皇
と
そ
の
時
代

抄
出
さ
れ
て
い
る
記
事
を
大
把
み
に
捉
え
て
記
事
を
内
容
ご
と
に
整
理
し
て
み
る
と
、
採
ら
れ
て
い
る
記
事
は
次
の
よ
う
に
な
る
。
な

、
伊
周
に
政
権
行
か
ず

・
伊
周
事
件
を
起
こ
す

・
伊
周
配
流
・
召
還
讃

・
詮
子
出
家

・
花
山
院
出
家
後
３

・
永
平
親
王
讃

・
花
山
天
皇
出
家

・
花
山
院
出
家
後
１

・
安
和
の
変

・
月
の
宴

賀
茂
祭

詮
子
の
仏
教
活
動
と
四
十
賀

相
撲

彰
子
入
内

花
山
院
出
家
後
２
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・
法
華
三
十
講
・
競
馬
・
鶏
合

・
花
山
院
崩
御

・
伊
周
の
遺
言
・
莞
去

・
伊
周
女
そ
の
後
・
一
條
天
皇
時
代
の
終
わ
り

・
敦
成
誕
生

・
顕
信
出
家

・
密
通
事
件

・
禎
子
誕
生

・
密
通
事
件

・
研
子
と
、
賀
茂
行

，
堀
河
女
御
の
悲
嘆

・
和
歌
１

・
小
一
条
院
の
東
宮
退
位

・
研
子
と
、
賀
茂
行
幸

・
和
歌
２

・
道
長
の
仏
教
生
活

・
好
子
の
仏
教
生
活

三
條
天
皇
と
好
子
・
賊
子

一
條
天
皇
崩
御
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｢栄花物語』絵入版本について

、
公
任
出
家

・
彰
子
出
家

・
小
式
部
内
侍
産
後
逝
去

・
嬉
子
葬
送

大
饗

高
陽
院
の
駒
競
・
行
幸
啓

法
華
三
十
講

舎
利
会

関
寺
の
牛
仏

脩
子
落
飾

彰
子
六
十
賀

御
祓

歌
会

御
八
講

尼
と
和
歌

法
成
寺
の
こ
と

春
日
行
幸

田
植
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も
の
に
は
＊
を
付
け
た
。

以
上
の
よ
う
に
六
三
項
目
に
整
理
し
直
し
て
、
さ
ら
に
記
事
を
総
合
的
な
観
点
か
ら
更
に
絞
り
な
お
し
て
み
る
と
、
絵
入
九
巻
抄
出
本

は
次
の
三
項
目
を
主
な
眼
目
と
し
て
本
文
を
抄
出
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

Ａ
・
政
変
安
和
の
変
・
花
山
院
出
家
事
件
・
伊
周
左
遷
等

Ｂ
・
仏
教
関
係
出
家
全
般
・
法
華
講
等

Ｃ
・
行
事
算
賀
・
歌
合
・
行
幸
啓
・
祭
等

上
記
六
三
の
各
項
目
に
つ
い
て
、
こ
の
Ａ
・
Ｂ
．
Ｃ
の
分
類
を
実
行
し
て
み
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
な
お
、
判
断
を
保
留
し
た

・
内
裏
根
合

・
住
吉
御
幸

・
天
王
寺
参
詣

・
高
陽
院
水
閣
歌
合

・
道
長
病
悩

・
顕
信
證

・
火
事

・
春
日
祭

・
布
引
の
瀧
遊
覧

・
頼
通
、
宇
治

・
天
王
寺
御
幸

宇
治
に
籠
も
る
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｢栄花物語』絵入版本について

Ａ
Ｂ
花
山
院
崩
御

Ｂ
Ｃ
法
華
三
十
講
・
競
馬
・
鶏
合

Ｃ
賀
茂
祭

Ｂ
Ｃ
詮
子
の
仏
教
活
動
と
四
十
賀

Ｃ
相
撲

Ａ
伊
周
に
政
権
行
か
ず

Ａ
伊
周
事
件
を
起
こ
す

Ａ
伊
周
配
流
・
召
還
蓋

Ｂ
詮
子
出
家

Ａ
Ｂ
花
山
院
出
家
後
３

Ａ
Ｂ
花
山
院
出
家
後
２

Ａ
永
平
親
王
謹

Ａ
Ｂ
花
山
天
皇
出
家

Ａ
Ｂ
花
山
院
出
家
後
１

Ａ
安
和
の
変

Ｃ
月
の
宴

＊
彰
子
入
内

＊
村
上
天
皇
と
そ
の
時
代
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Ｃ
春
日
行
幸

Ｂ
法
成
寺
の
こ
と

Ｂ
道
長
の
仏
教
生
活

Ｂ
研
子
の
仏
教
生
活

Ｃ
和
歌
２

Ｃ
和
歌
１

Ａ
堀
河
女
御
の
悲
嘆

Ｃ
研
子
と
、
賀
茂
行
幸

Ａ
小
一
条
院
の
東
宮
退
位

Ａ
密
通
事
件

Ａ
密
通
事
件

＊
禎
子
誕
生

Ｂ
顕
信
出
家

Ａ
三
條
天
皇
と
研
子
・
賊
子

Ａ
伊
周
女
そ
の
後

Ａ
一
條
天
皇
崩
御

Ａ
伊
周
の
遺
言
・
莞
去

＊
敦
成
誕
生

一
條
天
皇
時
代
の
終
わ
り

－74－



｢栄花物語」絵入版本について

Ａ
火
事

Ｂ
顕
信
謹

Ｂ
公
任
出
家

Ｂ
彰
子
出
家

Ｂ
小
式
部
内
侍
産
後
逝
去

Ｂ
嬉
子
葬
送

Ｂ
関
寺
の
牛
仏

Ｃ
大
饗

Ｂ
法
華
三
十
講

Ｃ
高
陽
院
の
駒
競
・
行
幸
啓

Ｃ
御
祓

Ｃ
彰
子
六
十
賀

Ｂ
脩
子
落
飾

Ｂ
御
八
講

Ｃ
歌
会

Ｃ
田
植

Ｂ
舎
利
会

Ｂ
尼
と
和
歌

－75－



以
上
、
一
概
に
断
じ
き
れ
な
い
も
の
も
若
干
あ
る
が
、
こ
の
整
理
に
よ
っ
て
見
え
て
く
る
こ
と
は
、
初
め
、
Ａ
の
政
変
に
関
わ
る
記
事

が
多
く
、
次
第
に
Ｂ
の
仏
教
生
活
に
関
わ
る
も
の
が
中
心
に
な
り
、
後
ろ
の
ほ
う
は
Ｃ
の
行
事
関
連
の
記
事
が
大
半
に
な
る
。
「
栄
花
物

語
」
の
記
事
全
体
が
そ
う
い
う
並
び
に
な
っ
て
い
る
と
言
え
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
挿
絵
の
絵
柄
と
し
て
参
考
に
で
き
る
も
の
が
行

事
関
係
に
多
く
、
全
体
と
し
て
絵
入
の
版
本
と
し
て
の
完
成
度
を
考
慮
す
る
中
か
ら
、
す
べ
て
の
巻
に
わ
た
っ
て
記
事
を
抽
出
し
よ
う
と

し
た
と
い
う
要
因
も
手
伝
っ
て
い
る
可
能
性
は
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
六
三
項
目
の
う
ち
、
＊
を
付
し
て
判
断
を
保
留
し
た
も
の
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

ま
ず
、
〈
村
上
天
皇
と
そ
の
時
代
〉
は
政
権
の
安
定
を
い
う
も
の
で
あ
り
、
政
変
と
は
対
極
の
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
明
ら
か
に
平

安
時
代
と
い
う
時
代
に
対
す
る
理
解
の
前
提
と
し
て
用
意
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
「
聖
帝
」
な
ど
と
い
う
言
葉
が
繰
り
返
さ
れ
る
の
も
象

徴
的
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
そ
の
前
提
と
な
る
よ
う
な
安
定
し
た
時
代
に
あ
っ
て
実
際
は
何
が
あ
っ
た
か
を
示
す
こ
と
、
そ
れ
が
以
下

Ｃ
春
日
祭

以
上
、
一

が
多
く
、
次

Ｃ
布
引
の
瀧
遊
覧

Ｂ
頼
通
、
宇
治

Ｃ
天
王
寺
御
幸

Ｂ
道
長
病
悩

Ｃ
住
吉
御
幸

Ｃ
内
裏
根
合

Ｃ
天
王
寺
参
詣

Ｃ
高
陽
院
水
閣
歌
合

宇
治
に
籠
も
る
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｢栄花物語」絵入版本について

の
記
事
抽
出
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
、
政
変
記
事
と
セ
ッ
ト
で
、
政
変
を
裏
打
ち
す
る
よ
う
に
こ
の
安
定

記
事
を
用
意
す
る
こ
と
で
、
抄
出
本
文
の
文
学
作
品
と
し
て
の
意
味
が
鮮
明
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。

〈
彰
子
入
内
〉
も
政
変
と
は
直
ち
に
は
関
わ
ら
な
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
話
は
、
伊
周
左
遷
と
と
も
に
斜
陽
に
喘
ぐ
中
関
白
家
を
、
後

宮
に
入
り
御
子
を
儲
け
る
こ
と
で
支
え
た
一
条
天
皇
中
宮
定
子
と
の
対
極
を
形
成
す
る
話
で
あ
り
、
少
し
後
の
〈
敦
成
誕
生
〉
の
記
事
と

と
も
に
、
一
見
安
定
と
繁
栄
を
誇
る
記
事
の
よ
う
に
見
え
な
が
ら
、
実
際
の
力
関
係
と
し
て
は
対
立
の
構
造
を
生
み
出
す
も
の
で
あ
る
。

こ
の
後
宮
に
お
け
る
対
立
構
造
は
、
三
條
天
皇
の
後
宮
に
あ
っ
て
も
研
子
と
賊
子
と
い
う
形
で
あ
り
続
け
る
わ
け
で
あ
り
、
＊
を
付
け

た
く
禎
子
誕
生
〉
の
記
事
も
、
お
め
で
た
い
話
で
は
あ
り
な
が
ら
、
対
立
の
構
造
を
一
方
的
で
な
く
書
き
続
け
る
と
い
う
方
針
の
中
に
息

た
く
禎
子
誕
生
〉
の
記
事
も
、
お
坐

づ
い
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
三
項
目
を
抽
出
し
て
み
て
、
改
め
て
『
栄
花
物
語
』
本
文
全
体
に
目
を
戻
し
て
み
る
と
、
安
和
の
変
関
連
記
事
の
抽
出
が
十
分

で
な
い
な
ど
、
こ
れ
ら
三
項
目
に
つ
い
て
執
勘
に
記
事
を
抄
出
し
え
て
い
る
か
と
い
え
ば
、
な
か
な
か
そ
う
う
ま
く
は
い
っ
て
い
な
い
。

世
の
中
の
不
安
要
因
と
い
う
な
ら
ば
、
村
上
天
皇
と
登
子
と
の
こ
と
や
、
兼
通
と
兼
家
の
兄
弟
不
和
の
話
を
な
ぜ
採
ら
な
い
か
と
い
う
疑

問
も
湧
く
。
仏
教
色
を
い
う
な
ら
、
法
成
寺
関
連
の
記
事
で
採
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
あ
り
、
定
子
・
研
子
・
道
長
ら
の
死
と
葬
送
な
ど
、

い
く
つ
か
の
大
き
い
記
事
が
採
ら
れ
て
い
な
い
問
題
も
出
て
こ
よ
う
。
行
事
関
係
も
然
り
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
に
言
い
始
め
れ

ば
ほ
と
ん
ど
全
文
を
採
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
上
に
、
本
文
と
挿
絵
と
の
バ
ラ
ン
ス
も
悪
く
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
記
事
は
取
捨
せ
ざ

る
を
得
な
い
わ
け
で
あ
り
、
そ
こ
ま
で
考
え
る
と
、
多
少
好
み
の
問
題
が
残
る
と
は
い
え
、
総
合
的
に
は
比
較
的
う
ま
く
取
捨
選
択
が
で

ま
と
め
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こ
う
し
て
三
項
目
を
さ
ら
に
見
直
し
て
み
る
と
、
冒
頭
の
村
上
天
皇
と
そ
の
時
代
に
関
わ
る
大
き
い
抄
出
部
分
は
何
か
と
い
う
問
題
が

残
っ
て
い
る
こ
と
に
気
が
付
く
。
平
安
の
安
定
し
た
世
の
中
を
象
徴
す
る
か
の
よ
う
な
村
上
天
皇
と
そ
の
時
代
の
描
写
の
大
き
な
保
存
は
、

ま
ず
、
『
栄
花
物
語
』
の
時
代
を
捉
え
る
た
め
の
前
提
と
し
て
の
意
味
を
持
つ
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
い
う
安
定
し
た
平
和

な
時
代
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
底
辺
の
部
分
に
は
常
に
政
変
の
可
能
性
を
孕
ん
で
お
り
、
事
実
、
村
上
天
皇
時
代
が
終
わ
っ
て
程
な
く
安
和

の
変
が
あ
り
、
絵
入
九
巻
抄
出
本
の
編
集
者
は
安
定
の
中
に
巣
食
う
不
安
定
の
要
因
を
鋭
く
見
つ
め
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
う
い
う
意
味
で
理
解
し
な
け
れ
ば
、
村
上
天
皇
八
宮
永
平
親
王
を
囲
ん
で
の
潮
笑
記
事
を
も
理
解
で
き
な
い
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
理

想
と
さ
れ
る
時
代
が
内
包
し
て
い
る
不
健
康
な
部
分
を
見
据
え
よ
う
と
す
る
目
が
、
永
平
親
王
暗
愚
讓
を
全
掲
す
る
編
集
姿
勢
に
は
つ
き

言
え
る
の
で
あ
る
。

初
め
、
明
ら
か
に
花
山
院
の
記
事
を
丹
念
に
追
い
か
け
て
い
る
の
で
、
人
を
追
い
か
け
て
の
抄
出
か
と
思
わ
れ
た
が
、
花
山
院
以
外
は

追
跡
さ
れ
て
い
る
様
子
は
な
い
。
強
い
て
言
え
ば
、
権
力
の
表
舞
台
か
ら
強
制
的
に
裏
へ
回
さ
れ
た
伊
周
が
比
較
的
良
く
追
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
人
物
中
心
に
捉
え
な
お
し
て
も
、
結
局
は
政
変
に
関
わ
っ
て
の
人
々
の
生
き
様
を
追
い
か
け
た
結
果
に
過
ぎ
な
い
と

絵
入
九
巻
抄
出
本
の
本
文
抄
出
の
特
徴
の
一
つ
と
し
て
、
松
村
博
司
氏
も
指
摘
し
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
ど
の
巻
か
ら
も
必
ず
抄
出
箇

所
を
持
ち
、
小
さ
な
巻
で
は
あ
る
が
、
巻
十
五
・
疑
と
巻
二
十
・
御
賀
は
全
文
採
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
を
こ
れ
ら
三
項
目
と
の
関
係

で
眺
め
て
み
る
と
、
要
す
る
に
、
疑
の
巻
は
仏
教
関
係
記
事
と
し
て
『
栄
花
物
語
」
の
中
で
も
主
要
な
内
容
で
あ
り
、
御
賀
の
巻
は
行
事

関
連
と
し
て
省
略
部
分
を
作
り
ょ
う
が
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
っ
て
、
特
に
こ
の
二
つ
の
巻
に
抄
出
に
関
わ
る
大
き
な
テ
ー
マ
が
設
定
さ
れ

き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

き
て
い
る
と
評
価
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
絵
入
九
巻
抄
出
本
の
編
集
計
画
の
主
要
部
分
が
把
握
で

て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
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｢栄花物語」絵入版本について

以
上
の
よ
う
に
捉
え
て
く
る
と
、
密
通
な
ど
人
倫
に
関
す
る
記
事
も
、
静
か
な
落
ち
着
い
た
時
代
に
お
け
る
不
安
定
を
作
る
兆
し
と
し

て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
と
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

な
お
、
絵
入
九
巻
抄
出
本
に
つ
い
て
は
、
雅
と
さ
れ
る
挿
絵
に
つ
い
て
も
考
証
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
紙
幅
の
関
係
も
あ
り
、

別
稿
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。

り
と
窺
え
る
の
で
あ
る
。

〔
注
〕

（
１
）
「
栄
花
物
語
の
研
究
」
三
冊
（
刀
江
書
院
・
昭
和
三
一
年
、
三
五
年
、
桜
楓
社
・
昭
和
四
二
年
。
前
二
冊
は
平
成
四
年
、
風
間
書
房
よ
り
復
刊
）
。

－79－



村上天皇御病悩

村上天皇崩御、東宮践詐

故村上天皇御葬送

為平親王と源高明の落胆

守平親王東宮となり、昌子内親王立后

巻第一月の宴

一序

宇多天皇・醍醐天皇とその御子

二太政大臣基経

三基経の男君

四朱雀天皇と昌子内親王

五村上天皇

六忠平とその諸子

七実頼・師輔・師尹とその諸子

八村上天皇の女御達

九廣平親王御誕生

一○安子女御の懐妊

一一忠平墓去

一二憲平親王（冷泉天皇）御誕生

一三憲平親王御誕生の喜び

憲平親王立太子

一四皇子皇女の誕生

一五廣幡御息所の機智

一六宣耀殿女御芳子と兄済時

一七実頼・師輔・師尹の性質

師輔の信望

一八安子女御立后

一九少将敦敏の死

二○万葉・古今・後撰集撰定の事

二一小野宮実頼の諸子

師輔女登子

二二元方父子の霊

二三昌子内親王東宮参入の事定まる

二四村上天皇登子をかいま見給う

二五源高明女、為平親王に嫁す

重明親王葵ず

二六師輔の墓去

二七故師輔の法事、顕忠任右大臣

二八村上天皇と御子達

二九村上天皇御譲位の思し召し

三○為平親王東宮に立たれず

三一村上天皇の女御達の有様

三二安子中宮御懐妊

三三村上天皇はじめ人々の憂慮

三四中宮安子重態に陥る

三五元方の霊出現

三六安子中宮崩御、選子内親王御誕生

三七故中宮安子御葬送

三八故安子の御法事

三九村上天皇登子に御消息

四○選子内親王五十日の御祝

四一登子入内

四二登子尚侍に任ず

四三按察御息所の姫君、帝の御前に琴

四四故安子中宮追慕

八
九
○
一
二
三

四
四
五
五
五
五 冷泉天皇と御もののけ

官位移動

安和元年正月、司召

女御懐子入内、懐妊により退出

御襖・大嘗会

師貞親王（花山天皇）御誕生

為平親王に対する世評

為平親王子の日の御遊

冷泉天皇御譲位の噂

源高明陰謀の噂、大宰権帥に左遷

高明女、盛明親王の養女となる

冷泉天皇御譲位、東宮践詐

師尹莞ず

追健

在衡莞去

実頼葵去

師氏莞去

伊尹摂政となる

源兼明左大臣に任ず

円融天皇御元服、兼通女娼子入内

円融天皇と資子内親王

選子内親王斎院にト定

兼家女超子、冷泉院妃となる

宗子・尊子両内親王

村上天皇八の宮永平親王

八の宮の逸話（一）

八の宮の逸話（二の一）

八の宮の逸話（この二）

巫
五

琵
丑
郵
凱
沁
一
や
起
毛

、

四
五

一
ハ
ー
ハ

d-a-

ノ、ノ、

六七

六八

九
○
一
二
三
四

六
七
七
七
七
七 I
巻第二花山たづぬる中納言

一摂政伊尹の病気

二伊尹葵去

後少将義孝

三義孝の歌

兼通摂政となる

四女御娘子立后、昌子皇太后となる

五兼家、中姫君の入内を心ざす

六兼通太政大臣となる

前少将・後少将同日に没す

七兼通・兼家の不和

八女御超子の懐妊

皇子（居貞）御誕生

九内裏焼亡、堀河殿里内裏となる

一○左大臣兼明を親王に復し、頼忠左
一圭団エー榊望拳壼女公垂-条

帝の御前に琴を弾く 左大臣兼明を親王に復し、頼忠左大臣となる

兼通病悩、兼家を議す
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｢栄花物語」絵入版本について

一四兼家女詮子入内

一五中宮娼子崩御

一六頼忠女遵子入内

一七梅壺女御（詮子）懐妊

一八円融天皇、梅壺女御の懐妊を喜び給う

一九懐仁親王（一条）御誕生

二○内裏焼亡

円融天皇、若宮を恋い給う

二一円融天皇の御性質と兼家

二二賀茂・平野行幸、御譲位の思し召し

尊子内親王

二三女御遵子と梅壺女御詮子

二四冷泉院女御超子頓死（一）

二五冷泉院女御超子頓死（二）

兼家の悲嘆

二六女御遵子立后

二七兼家の不平

二八懐仁親王御袴着の準備・兼家、大輔を

寵愛

二九懐仁親王御袴着の準備

御袴着の儀

三○故女御超子の一周忌

三一円融天皇御譲位の思し召し

三二円融天皇、兼家に御譲位の決意を語り給う

三三花山天皇受禅され、懐仁親王東宮となる

花山天皇の御性質

三四頼忠女張子入内

三五為平式部卿宮女鋺子入内

三六閑院朝光女姫子入内

三七朝光とその後妻

三八女御姫子寵幸を受<

三九女御姫子の寵事俄かに衰う

四○済時女・為光女、天皇に召さる

四一祇子入内、時めき給う

四二祇子懐妊、退出

四三祇子参内、再び里第へ退出

四四女御祇子卒去

四五故紙子の葬送

’
四六花山天皇出家の思し召し

四七天皇ひそかに宮中を出で給う

四八天皇、花山寺に御出家

四九一条天皇践鮓、居貞親王東宮となる

五○花山院御出家の有様

道長の性質

冷泉院三の宮・四の官

御襖・大嘗会の準備

一条天皇御謨の行幸

大嘗会

東宮（居貞）御元服、綏子、東宮に参入

公季、権中納言・春宮権大夫となる

朝観行幸

司召

石清水行幸

道長、源倫子を見染む

雅信の子女

道長、倫子と結婚

道長、左京大夫となる

M
花山院の熊野御修行

義懐・惟成の修行

道隆の姫君

大千代君

少将君の出家

鷹司殿倫子懐妊

三上皇の御有様

朝頚行幸

冷泉院の御有様

倫子、彰子を生む

道長、高松殿明子と結婚

摂政兼家の六十の賀

五節

賀茂臨時祭、舞人源兼澄の和歌

御仏名と追礁

朝観行辛

兼家、二条第修造

師輔の子孫

道長衆望を担う

太政大臣頼忠墓去

臨時の除目

伊周、重光女と婚姻

実資、参議となる

為尊・敦道両親王の元服

斎宮に恭子女王、斎院に選子内親王

一条天皇御元服、摂政兼家の大饗

道隆女定子入内、女御となる

道兼と栗田山荘

ふくたり君

隆家と隆円

兼家の権の北の方

兼家病悩、摂政太政大臣を辞す

兼家出家、道隆摂政となる

高階一家と、女御定子の立后

兼家墓ず

道隆、有国を憎む

八
九
○一

一
一

一

三
四
五
六

一
一
一
一

七
八
一
一

九
○
一

一
一
一
一
一

二
三
四
五
六
七
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

三○

一
一
二
一
二
一
一
迦
垂

六
七
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一

九
○
一

三
四
四

巻第三さまざまのよろこび

一兼家摂政となる

二円融天皇女御詮子立后

三藤典侍と橘典侍

四兼家の三女尚侍となる

四女、東宮御厘殿となる

二
三
四

四
四
四
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長徳元年、疫病ますます流行

伊周、内覧の宜旨を蒙る

朝光莞ず

道隆出家、次いで葵去

伊周の政治と世評

済時亮ず

道長任左大将、道隆・済時の葬送

伊周政権の推移を恐る

道兼、中川の相如宅に転地

道兼、関白となる

伊周政権の推移を嘆く

道兼の病をよそに家臣の祝宴

道兼本第へ帰る、病重る

重信・保光・道兼葵ず

伊周法験を喜ぶ

道兼葬送

相如病悩

栗田第の服喪

相如卒去

道長、内覧宣旨を受け、右大臣に任ず

道頼葵ず

東三条女院の法華講

道兼の法事、北の方尼となる

定子中宮入内

宣耀殿女御と淑景舎女御

為頼と小大君との贈答歌

実資、花山院女御鋺子に通ず

有国大宰大弐となる

顕光女元子入内

公季女義子入内

定子中宮の御述懐

i
伊周、為光女三の君に通ず

伊周兄弟、花山院を射る

伊周兄弟の不法発覚

道隆らの一周忌

捜盗の風評

くらべやの女御

定子中宮の御懐妊

四八円融院崩御 三
一
王
室巻第四みはてぬゆめ

一円融院御葬送

実方の哀傷歌

二花山院熊野御修行

三伊尹の後室と九の御方

四円融院御法事

為光太政大臣に、重信右大臣となる

五東宮、済時女の参入を希望せらる

六済時女賊子東宮へ参入

七麗景殿女御と宣耀殿女御

済時の諸子と実方中将

八道兼・道長らの昇進

伊周の子息松君

九円融院一周忌御法事

一○道長北の方二人懐妊

一一積善寺御堂供養

一二為光菟去

誠信と斉信

為光の女君達

一三選子内親王の御歌

故為光の法事

一四花山法皇、中務を寵遇

一五弾正宮と九の御方

花山法皇と弾正宮の秀句

花山法皇、中務女を寵遇

一六皇太后宮詮子御悩、御出家

東三条女院

一七東三条女院の長谷詣

一八伊周、大納言に任ず

一九済時左大将に、道兼右大将に任ず

道兼女裳着

二○道隆関白となる、中の君東宮に参入

二一関白三の君、敦道親王と婚す

二二隆家、右大臣重信女と婚す

二三東三条女院、一条殿を領し給う

頼通・頼宗誕生

橘三位腹の道隆の子女

二四東宮女御達の有様

二五伊局内大臣となる

左大臣雅信蔓ず

二六道隆、有国父子の官を奪う

二七疫病の流行

道長中の君研子誕生

二八敦明親王誕生

二九道兼、昭平親王女を養女とす

三○公任、昭平親王女と婚す

道信、道兼室の妹と婿す

三一関白道隆病悩

六
七

一
一
一
一
一
一囮

ユ
ュ

○
一
二
三
四
五
六

四
四
四
四
四
四
四

七
八
九

四
四
四

’
刑
丑
垂
垂
巫
五
壷
垂
郵
珂
舶
一
Ｆ

巻第五浦浦の別

一伊周一家の悲嘆

二禁中警固

三内大臣家の召使い暇をとる

四検非違使の追捕

五伊周・隆家配流の宣命

六伊周密かに木幡に詣ず

七伊周、父の墓前に述懐

八伊周さらに北野に詣ず

九内大臣家の検索

一○伊周帰第
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’
彰子立后、定子を皇后と称す

皇后定子御懐妊、里第に退出

中宮彰子入内

五月五日、藤壺の有様

一条帝、承香殿女御に文を送り給う

皇后、敦康親王の御後見を託し給う

相撲の節

七夕の贈答歌

東宮、相撲御覧

伊周関戸の院に病む

伊周らの配所を改む

伊周明石に歌を詠む

隆家配所に着く

高内侍病む

高内侍配所の子らを思う

淑景舎女御と帥の宮の上

伊周配所を逃れ、入京

伊周捕われ、筑紫へ配流

平親信、その子孝義の密告を戒む

伊周に対する世評

高内侍の病危篤

淑景舎女御と中宮の御歌

大弐有国、伊周を厚遇

高内侍逝去

脩子内親王御誕生

隆家の感慨

右近内侍、中宮と若宮の事を奏上

年改まる（長徳三年）

中宮、平惟仲の家に遷御

高二位、中宮御所へ参上・

中宮・脩子内親王参内

脩子内親王、帝・女院と御対面

中宮御寵愛厚し

中宮御懐妊

承香殿女御御懐妊、里第に退出

中宮の御産近づく

敦康親王御誕生

伊周ら召還の識おこる

召還の宣旨下る

隆家入京

隆家と北の方の贈答歌

隆家中宮御所へ参上

高二位赤瘡を病む

承香殿女御水を生む

伊周筑紫を立つ、高二位莞ず

伊周入京

伊周ら母の墓に詣ず

三
四
五
六
七
八
九

一
一
一
一
一
一
一

四
五
六
七
八
九
○
一
二
三
四
五
六
七
八
九
○
一
二
三
四
五
六
七
八
九
○
一
二
三
四

一
一
一
一
一
一
二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
三
三
三
三
三
三
三
三
三
四
四
四
四
四

I二○

巻第七とりべ野

一皇后定子の御有様、御産の御祈祷

二東宮の女御たち

五節・臨時祭の頃の宮廷と清少納言

三皇后定子御臨月

四［女美]子内親王御誕生

五皇后定子崩御

六一条帝の悲嘆と東三条女院の思し召し

帝、中宮方へ渡御されず

七皇后定子の御遺詠

八故皇后の御葬送

九一条天皇の御製

一○東三条女院、［女美]子内親王を迎え給う

一一麗景殿尚侍綏子逝去

一二道長病悩

一三道綱室御産、逝去

一四東三条女院四十の賀その他の準備

一五［女美}子内親王の御有様

一六東三条女院石山詣

一七東三条女院御八講

一八東三条女院四十の御賀

一九一条帝内裏に還御

二○東三条女院内裏に入御、一条帝と御物語

二一一条帝、中宮の御方へ渡御

東三条女院還御

二二東三条女院御悩

二三女院の御悩により行幸

二四一条帝還御

二五東三条女院他所へ渡御

二六東三条女院崩御

二七故女院御葬送

二八故女院の忌中

御法事・賀茂祭

二九宣耀殿女御の病悩

三○弾正宮為尊親王莞去

三一淑景舎女御の頓死

四五

六
七
八
九

四
四
四
四

巻第六かかやく藤壷

一道長女彰子の裳着

二彰子入内

三彰子の容姿

四一条天皇と後宮の有様

五彰子藤壷に入る

六乳母以下に贈物を賜う

三条大后崩御

七一条天皇と彰子の御仲

八帝・中宮・伊周・女院の御心々

九彰子士御門殿に退出

I

巻第八はつはな

一頼通元服、翌年春日祭の使に立つ

二敦康親王、中宮の御子となる
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囚
中宮内裏へ還御

道長の贈物

五節舞姫の参入

童・下仕御覧

中宮の女房、実成の五節のかしずきに贈物

斎院、実成の舞姫の装束御覧

賀茂の臨時祭

実成、祭の使教通に贈物

伊周不遇を嘆く

一条天皇の御述懐

中宮再び御懐妊

頼通左衛門督兼任、中宮里第に退出

四の御方と道長

具平親王女隆姫、頼通と結婚

露顕の儀

尚侍枅子、東宮参入近づく

尚侍、東宮参入の事延期

伊周の周辺敦成親王を呪誼

伊周龍居

敦良親王御誕生

伊周病悩

尚侍枅子、東宮参入

尚侍の調度品

尚侍の女房のH際

宣耀殿女御の心遣い

I
伊周病重<なり、遺言（一）

伊周病重くなり、遺言（二）

伊周一家の人々の容姿と、伊周の容貌・才学

伊周菟去、家族の悲嘆

帥宮敦道親王と和泉式部

具平親王葵去

道長、為光女四の宮を寵愛

敦成親王賀茂祭御覧

顕光女延子、敦明親王と結婚

｜
頼宗、伊周大姫君に通ず

中宮、伊周中姫君を召し給う

敦道親王菟去

敦成親王御元服

一条天皇御譲位の思し召し

道長女尚侍研子東宮参入の噂

道長、則理の前北の方に通ず

道隆女御厘殿の懐妊、同逝去

寛弘二年の司召、賀茂祭

花山院・帥宮賀茂祭御見物

伊周准大臣となり、封戸を賜わる

内裏焼亡

寛弘三年

土御門殿の法華三十講と競馬

花山院の二皇子を冷泉院御子とし給う

五○

六
七
八
九
○
一

一
一

一
一
一

五
五

團
三
四

五
五

I
五
毒
丑
郵
珂
胡
奉
秬

二
三
四
五

一
一
一
一

花山院の鶏合

里内裏のこと

疫病流行

寛弘四年、道長の御嶽詣

寛弘五年、京極殿の年始の有様

道長四女嬉子の戴餅

中宮彰子の御有様

中宮彰子御懐

花山院御悩、崩御

花山院御葬送、兵部の命婦の歌

花山院皇女の早世

中宮御懐妊の噂広まる

一条帝女二の宮（{女美}子）御悩

中宮里第に退出

[女美}子内親王の御悩一旦平癒

土御門殿法華三十講

[女美l子内親王墓去

中宮の御産近づく

土御門殿の秋色

中宮御産の御祈り

上達部以下土御門殿に宿直

中宮御産所に遷る、もののけ出現

中宮北廟に移御

中宮御受戒

皇子（敦成親王）御誕生

御湯殿の儀

三夜の御産養

五夜の御産養

紫式部の和歌

船遊び

七夜の御産養

九夜の御産養

行幸を迎える準備

一条天皇士御門殿へ行幸

一条帝と若宮（敦成）御対面

道長の感激

行事の賞

若宮御髪削ぎと家司始め

若宮御五十日（一）

若宮御五十日（二）

六
七
八
九
○
一
二

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

三
四
五
六
七
八
九
○
一
二
三
四
五

六
六
六
六
六
六
六
七
七
七
七
七
七

I
一
一
一

一
一

四
五
六
七
八
九
○
一
二

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一 六

七
八
九

七
七
七
七

一
一
一

一
一
一

玉
垂
云
弐

八○

巻第九いはかげ

－一条天皇御悩、御譲位の思し召し

二東宮一条院行啓の準備

三東宮行啓、帝と御対面

四中宮、敦康親王の不遇を嘆く

五一条天皇御譲位、敦成親王東宮となる

六一条院御出家

七一条院治世の有様、崩御

八東宮の御有様

一品宮・帥の宮の御有様

八
九
○
一
二
三
四
五
六
七

三
三
四
四
四
四
四
四
四
四 I
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一条院の御念仏

一条院御法事

紫式部の和歌

官々の御動静

弁の資業の和歌

隆円・尋円贈答歌

三条天皇の後宮とみこたち

頼宗の姫君誕生

尚侍研子入内

斎宮當子野の宮に入る

中宮彰子の御有様

一品宮・帥の宮の御有様

先帝の女房達離散

先帝の女御達服喪、御遺産処分

故一条院御剃髪の時の和歌

左衛門督北の方の長歌（一）

左衛門督北の方の長歌（二）

左衛門督北の方の長歌（三）

左衛門督北の方の長歌(四）

左衛門督北の方の長歌伍）

内大臣の女御の返歌(一）

内大臣の女御の返歌(二

皇后内裏に入る

左衛門督教通公任女と結蝋一）

左衛門督教通公任女と結蝋二）

中宮の御有様

五
六
七

一
一
一
一
一
一

一
一
一

一
一

I三
四
五
六
七

一
一
一
一
一

巻第十一っぽみ花

一源頼定承香殿女御と密通

くらべやの女御通任と結婚

二中宮御産の準備

三禎子内親王御誕生

四皇女に御剣を賜う

御湯殿の儀

五御産養の儀

六乳母の任命

七五十日の儀

八三条天皇士御門殿行幸

九禎子内親王帝・中宮と御対面

一○行幸の夜の管絃楽

一一行幸の賞

一二禎子内親王の御乳母と女房

中宮内裏に入る

一三内裏の新年の有様

一四中宮の御様子

一五禎子内親王の御歯固

一六三条帝と中宮の贈答歌

一七司召、教通北の方懐妊

一八内裏焼亡、造営の事を定む

一九石清水臨時祭、姫宮土御門殿に退出

二○禎子内親王一条尼上と御対面

二一禎子内親王への贈物

一八

一九

○
一
二
三
四
五
六
七
八

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

巻第十ひかげのかづら

一三条天皇御即位

二冷泉院御悩

三冷泉院崩御

四女房達の歌語

五立后の噂

三条帝と宣耀殿女御の贈答歌

六一条院御念仏

七司召の除目

中宮故院を夢に見給う

八尚侍枅子立后

九中宮研子女房の有様

一○中宮の御有様、宮司定まる

一一宣耀殿女御の御心

一二道長、宣耀殿立后の事奏上

一三故大将済時に贈官

一四宣耀殿女御立后

一五三条天皇と皇后の贈答歌

一六大宮彰子の御有様

一七中宮御衣がえ

大嘗会御襖の準備、出車の有様

一八大嘗会悠紀の和歌

一九大嘗会主基の和歌

二○三条帝故女御達を偲び給う

中宮御懐妊

二一御仏名

長和二年正月

巻第十二たまのむらぎく

一東宮敦成親王読書始

二教通室懐妊、女児誕生

三教通室産後四条の宮に帰る

四隆家目を病む

五隆家大宰大弐に任ず

六道長北の方倫子宇治に遊ぶ

七禎子内親王袴着の準備

八僧都隆円卒去

九禎子内親王御袴着

三条天皇御譲位の思し召し

一○隆家大宰府に赴く

一一女二の宮頼通に降嫁の儀

一二頼通北の方隆姫の有様

一三女二の宮降嫁の準備

一四疎通病に罹る

一五貴船明神出現

一六具平親王の霊出現

一七頼通の病平癒
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I
中宮御所の有様

賀茂行幸

中宮、賀茂行幸御見物

道長女御厘殿婿取の準備

御厘殿寛子、小一条院と結婚

箆顕の儀

小一条院の有様

堀河第の有様

小一条院堀河第訪問（一）

小一条院堀河第訪問（二）

堀河女御の嘆き

高松殿の歳暮

一条の宮御荷前御覧

寛仁二年正月

後一条天皇御元服

摂政大饗の屏風歌

摂政家大饗

頼通敦康親王女を養う

堀河女御の憂愁

経房、故三条院の御笛を中宮に奉る

帝新造内裏に遷御、再び焼亡

枇杷殿遷御

三条天皇御悩、中宮に御歌を給う

三条天皇御譲位、後一条天皇御即位

二○

二○

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
二
三
四
五
六
七
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

御即位の有様

御代替りと道長

堀河院の有様

敦康親王具平親王女と結婚

博子女王斎宮ト定

頼通の後見

道長敦明親王を婿取る噂

三条院御悩、三条第造営

大宮と中宮の贈答歌

御樮・大嘗会の準備

一条尼の病気

一条尼入滅

一条尼の遺言

土御門殿・法興院焼亡

土御門殿手斧始

一条尼葬送

枇杷殿焼亡

上皇新造三条第遷御

中宮三条第遷御

大嘗会御謨

大嘗会悠紀・主基和歌

前斎宮帰京、道雅密通

除目の直物、道長以下の移動

道長摂政を頼通に譲る

道長夫妻准三后

四条太皇太后崩御

三条院御悩重し

四
五

一
一
一
一

一
ハ

ー
ー

二七

三○

八
九
○
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一

一
一
一
一
一

三三

三四二
三
四
五
六
七
八
九
○

三
三
三
三
三
三
三
三
四

巻第十四あさみどり

一尚侍威子入内

二尚侍威子の容姿

三入内当夜の帝と尚侍

四尚侍と後一条帝の御仲

五道兼の姫君出仕（一）

六道兼の姫君出仕（二）

七堀河一家の悲嘆

八道兼女、尚侍の許へ参る

九一条宮の桜

一○弁の乳母・小侍従の歌

一道命阿闇梨と中将の乳母の歌

一二長家、行成女と結婚

一三長家の後朝の文

一四長家夫妻の仲

一五長家賀茂祭の使に立つ

一六行成女の事

一七一条宮除服

五月五日の贈答歌

三条院御一周忌

一八京極殿新築移転

一九堀河女御の歌

二○初雪降る

二一尚侍威子中宮、嬉子尚待となる

一家より三后並び立つ

二二左大将教通女袴着

二三小一条院女御男子出産

二四寛子所生の御子早世

二五道長の法華八講会

囮

四一

1

1

巻第十三ゆふしで

一前斎宮の出家

二三条院御落飾

三三条院崩御

四三条院御葬送

五三条院御法事

六三条院の御処分

七中宮一条院に遷御

八師明親王出家を思い煩う

九禎子内親王父院を慕い給う

一○東宮、退位の決意（一）

一一東宮、退位の決意（二）

一二道長大宮と談合

一三敦良親王東宮、前東宮小一

一四坊官の補任

囹

敦良親王東宮、前東宮小一条院となる

坊官の補任

敦康親王の有様

前東宮帯刀の落胆

鷹司殿倫子八幡参詣

五
六

一
一
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二八故敦康親王北の方出家の志

故敦康親王御法事

二九顕光・頼定不和、堀河院領有争い

故敦康親王北の方の有様

三○堀河女御の有様

三一師明親王の出家

源経房権帥に、行成大納言に任ず

治安元年、嬉子東宮妃となる

東宮と尚侍嬉子の御有様（一）

東宮と尚侍嬉子の御有様（二）

鷹司殿倫子出家

経房、大宰府に赴任

長家北の方病悩、卒去

長家北の方葬送

忌中の和歌

故姫君の法事

左大臣顕光莞去

三昧僧都入寂

臨時の司召

I
皇太后宮好子の女房達『法華経』書写（一

皇太后宮研子の女房達『法華経』書写（二

経巻の有様

女房達の有様

阿弥陀堂に経供養を行う

春日行幸

別当・社司を賞す

長家、斉信女と結婚

斉信の大炊御門第焼亡

法成寺西北院供養

西北院不断念仏（一）

西北院不断念仏（二）

西北院不断念仏（三）

治安二年、枇杷殿造営

大宮・皇太后宮の贈答歌

公任夫妻天王寺詣、道中にて姫君逝去

公任夫妻の哀傷歌

皇太后宮枇杷殿に遷御

公任室尼上、小二条殿に移る

法成寺法華三十講

法成寺御堂供養の準備

公任妹と北の方の歌

宮の女房法成寺御堂供養の準備

七
八
九
○
一
二
三
四
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

巻第十五うたがひ

一道長太政大臣の辞表を奉る ！
二道長病気に罹る

三人々転地を勧む

四道長出家、御堂建立の本意

五病気平癒の祈祷

六道長の述懐

七道長出家

八道長の病気平癒

九大宮・中宮土御門殿より還御

一○道長、宮宮に御衣を奉る

一一道長の御堂造営計画

一二御堂造営工事の有様

一三道長は弘法大師・聖徳太子の生まれ替り

一四道長の受戒

一五道長の法華経信仰

一六学問の奨励（一）

一七四条大納言公任の歌

一八学問の奨励（二）

一九木幡浄妙寺の創建

二○木幡浄妙寺三昧堂供養

二一道長の仏事善業（一）

二二道長の仏事善業（二）

二三道長の善根無量（一）

二四道長の善根無量（二）

願文

一
ハ

ー
ー

土
ユ
ユ
調
一
一
二
一
三
聖
至
孝
王
ユ
ユ
叩
畦

二
三
四
五

四
四
四
四

六
七
八

四
四
四

巻第十六もとのしづく

一堀河女御延子の死

二源頼定と元子堀河院を去る

三敦貞親王と顕光の悲嘆

四小一条院葬送と法事を指示

五顕光の述懐

六顕光の状態

七顕光の老電

八倫子故一条尼上を改葬

九行成大宰権帥に任ず

一○寛仁四年、庖瘡流行の噂

道長阿弥陀堂造営

一一頼定検非違翻り当を兼ね、病により辞す

一二頼定出家、元子も出家す

一三小野宮実資の姫君

一四頼定の莞去

巻第十七おむがく

一翁と老法師の和歌

二法成寺御堂供養の準備

三御堂供養の試楽

四試楽に三后行啓

五女房達のH膝

六後一条天皇の行幸（一）

七後一条天皇の行幸（二）

八東宮行啓

九宮宮に饗候を奉る

一○御堂庭前の有様

一一金堂扉の絵

一二金堂の諸仏
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ﾛ
I

大宮、田植御覧（一）

大宮、田植御覧（二）

道長の逆修法事

円教寺・法興院御八講

道長、宇治御八講（一）

道長、宇治御八講（二）

土御門殿歌会（一）

土御門殿歌会（二）

内大臣教通、大井川御祓

三
四
五
六
七
八
九
○
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

ｊ
ｊ

禄
禄
有
子
盆

様
講

の
の
の
様
物
蘭

一
一
一

雌
卿
螂
柵
洲
澗
職
聯
馴

蹴
繊
維
錨
鰄
刊
茄
剛
雛
調

六
七
八
九
○
一
二
三
四
五

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

I
巻第二十御賀

一士御門殿の有様

皇太后宮研子、土御門殿行啓

二中宮威子行啓

女房達の服装

三土御門殿の庭

四六十賀の盛儀（一）

五六十賀の盛儀（二）

六御賀の和歌

七道長七大寺廻り

八大宰権帥源経房任地に没す I
巻第十八たまのうてな

一尼達の御堂参詣、阿弥陀堂と扉絵

二交野の尼の歌

念調と修行の部星 囹
三阿弥陀如来の相好（一）

四阿弥陀如来の相好（二）

五御堂の1腕、庭の有様

黄昏の御念仏（一）

六黄昏の御念仏（二） 囹
七御堂の夜景

八尼達の会話

M
九尼達の和歌

一○若き人と尼達の和歌

一一三昧堂参詣

一二阿弥陀堂繊法

一三花の尼 囹
一四尼、里人を案内して諸堂を廻る（一）

一五尼、里人を案内して諸堂を廻る（二）

一六尼、里人を案内して諸堂を廻る（三）

一七尼、里人を案内して諸堂を廻る（四）

一八尼、里人を案内して諸堂を廻る（五）

倫子御賀と禎子内親王御裳着の準備

一九朝親行幸と司召

大納言斉信の桟敷殿焼亡

二○大納言公任初瀬詣

巻第二十一後くゐの大将

一教通室懐妊、三条殿に帰る

二教通室男子平産

三三条殿正月の有様、教通重病悩

四もののけの出現

五教通北の方逝去

六物言わぬもののけ

七教通北の方霊の事（一）

八教通北の方霊の事（二）

九教通北の方の葬送

一○忌中の有様

一一北の方の夢中の歌

四十九日の法事

一二教通の好色な性癖

一三公任夫妻の哀傷

教通の悲傷

一四法成寺僧房焼亡

一五道長女隆子、源師房と結婚

一六脩子内親王御落飾（一）

一七脩子内親王御落飾（二）

脩子内親王御受戒

巻第十九御裳ぎ

一禎子内親王御裳着（一）

二禎子内親王御裳着（二）

三皇太后と一品宮士御門殿に行啓

女房達の服装

四大宮西の対へ渡御

五西の対のしつらひ

六御裳着の次第

七大宮彰子へ贈物

八御髪上の典侍へ贈物

九乳母らの加階

又の日の女房の服装

一品宮へ贈物

I
巻第二十二とりのまひ

一法成寺薬師堂遷仏の盛儀（一）

二法成寺薬師堂遷仏の盛儀（二）

三法成寺薬師堂遷仏の盛儀（三）

四法成寺薬師堂遷仏の盛儀（四）

五祇陀林寺舎利会（一） 用
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葬送（三）

相任と中納言の君贈答歌

四十九日の御法事

関寺の牛仏（一）

関寺の牛仏（二）

院の女御（寛子）御悩

尚侍（嬉子）御産の御祈り

東宮士御門殿に行啓（一）

東宮士御門殿に行啓（二）

赤もがさの流行

院の女御（寛子）御悩危篤（一）

院の女御（寛子）御悩危篤（二）

院の女御（寛子）卒去

葬送（一）

葬送（二）

葬送（三）

高松殿明子の悲嘆

小一条院の悲嘆

道長の厚意

小一条院二の宮出家

小一条院御歌

故女御の法事

尚侍（嬉子）赤もがさにかかる

長家室赤もがさを病む

尚侍（嬉子）御産気

尚侍（嬉子）御悩（一）

尚侍（嬉子）御悩（二）

八薬師堂供養と堂内の諸仏（一）

九難而堂供養と堂内の諸仏（二）
六
七
八
九
○
一

一
一

国
巻第二十三こまくらべの行事

一高陽院の美観

二太皇太后宮高陽院へ行啓

三高陽院の駒競、行幸啓（一）

四高陽院の駒競、行幸啓（二）

五駒競の後宴、為政の和歌序（一）

六駒競の後宴、為政の和歌序（二）

七後宴の和歌（一）

八後宴の和歌（二）

九大宮御逗留

一○中宮多宝塔供養（－）

一一中宮多宝塔供養（二）

一二中宮多宝塔供養（三）

一三中宮多宝塔供養（四）

一四中宮入内せず

五節

一五道長長谷寺参寵

一六教通室一周忌法会

’一四

五
六
七
八
九
○

一
一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

一
一
一
一
一
一

巻第二十四わかばえ

一万寿二年正月

二頼通の妾対の君

三対の君男子出産

四枇杷殿大饗、女房達の準備（一）

五枇杷殿大饗、女房達の準備（二）

六女房達・上達部の参入着座

七関白・小野宮右大臣参入、女房の出衣

八関白以下の座

九女房の服装

一○内大臣教通参入

一一薫香と舞楽

一二小野宮、女房の衣装を評す

－三弁の乳母の姪裳着

一四大饗御遊

一五頼通女房の華美を皇太后に啓す

一六道長、頼通を勘当す

－七四条宮焼亡

一八通房、道長第に移る

一九敦平親王、兼隆女と結婚

二○皇后賊子御病悩

二一太皇太后宮御八講

皇后宮御もののけに悩み給う

二二尚侍嬉子御懐妊

四
五
六
七
八

二
二
二
二
二

巻第二十六楚王のゆめ

一親仁親王（後冷泉）御誕生

二御湯殿の儀

三頼通産養の準備

四八月四日の御湯殿の儀

五尚侍（嬉子）御悩

六尚侍（嬉子）蔓去

七道長・倫子らの悲嘆

八御遺骸の有様

九葬送の事を定む

一○若宮の御乳母

一故尚侍入棺

一二入棺、法興院に砿す

一三法興院における有様

一四小一条院女御と冷泉院女御の例

一五大宮・東宮の悲しみ

一六尚侍の女房、若宮の御方に奉仕

一七道長無常を観じ山住みを思う

一八道長と小式部贈答歌

一九尚侍葬送（一）

二○尚侍葬送（二）

二一尚侍葬送（三）

巻第二十五みねの月

一皇后賊子御悩

二皇后賊子崩御
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I
皇太后宮研子の御歌

斎院選子内親王・道長贈答歌

枇杷殿研子に対する女院の御返歌

法成寺戒壇造営の準備

公信北の方逝去

教通、提子内親王と結婚

程子内親王小二条殿に移御

皇太后宮研子、御八講準備

左兵衛督公信蕊去

枇杷殿御八講（一）

枇杷殿御八講（二）

故公信の葬送・法事

公信女の事など

中納言長家なお斉信第にあり

後一条天皇の御悩

中宮御懐妊

故院の女御・尚侍一周忌法事

女院・東宮、若宮を愛し給う

御厘殿生子、裳着・入内の噂

故長家北の方一周忌法事

中宮威子、左衛門督第に退出

院源僧都道長の悲嘆をいさむ

若宮の御乳母

道長故小左衛門の遺族を弔う

小一条院殿ばらと世語り（－）

小一条院殿ばらと世語り（二）

小一条院殿ばらと世語り（三）

道長と殿ばらの物語

道長の消息に斉信の返事

小一条院女御の法事

大納言斉信の居所

三七

三八

五
六

一
一
一
一

九
○
三
四

七
八
九
○
一
二

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
二
三
四
五
六

四
四
四
四
四
四

巻第二十七ころものたま

一万寿二年秋のあわれ

二長家北の方逝去（一）

三長家北の方逝去（二）

四長家北の方逝去（三）

五長家北の方逝去（四）

六斉信夫妻の悲嘆

七故長家北の方の葬送の事を定む

八長家の悲嘆

九法住寺に砿す

一○忌中の有様（一）

一一忌中の有様（二）

法事の準備

一二故尚侍（嬉子）の法事

一三若宮（後冷泉）御五十日

一四故長家北の方の葬送

一五法事の準備

一六左兵衝督公信北の方の病気

一七故長家北の方の法事

五節の仕度

五節

一八小式部内侍、産後に逝去

一九右頭中将顕基北の方逝去

二○四条大納言公任出家を発意

四条大納言と女御の贈答歌

二一公任出家の準備

二二公任、二条殿に人々と対面（一）

二三公任、二条殿に人々と対面（二）

二四公任、女御霊子に対面

二五公任、長谷に寵居

二六定頼長谷に父公任と対面

二七公任薙髪

道長・公任の贈答歌

二八内大臣教通、公任を訪る

二九公任と女御・定頼らの贈答歌

三○斉信、公任を長谷に訪る（一）

三一斉信、公任を長谷に訪る（二）

三二公任と御厘殿生子の贈答歌

三三大宮彰子御出家の準備（一）

四七

四八

四九

巻第二十八わかみづ

一中宮威子出産近づく

二御産の御祈

三皇女（章子内親王）御誕生

四産養と乳母

五枇杷殿の宮臨時客（一）

六枇杷殿の宮臨時客（二）

七朝観行幸啓と京極・大炊御門辺の火事

八章子内親王五十日の祝

章子内親王の御有様

九禎子内親王、東宮御参りの風説

-O禎子内親王東宮御参りの事定まる

－皇太后宮研子御悩（一）

一二皇太后宮好子御悩（二）

一三東宮の御使枇杷殿に参上

一四頼通御参りの事を沙汰

一五弘徽殿の飾り付け

一六禎子内親王東宮御参り

一七東宮の後朝の御使

一八禎子内親王の御悩

一九東宮の若宮袴着の準備

東宮、禎子内親王の御方へ渡御

囮

囹

’巻第二十九たまのかざり

一一品宮禎子内親王の御方の有様

二皇太后宮研子御悩の御祈祷（一）

三皇太后宮研子御悩の御祈祷（二）

四道長、十斉仏供養閉
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遺骨を木幡に葬る

大納言行成亮去（一）

大納言行成莞去（二）

中宮、道長往生を夢に見給う

融碩の夢

道長の遺産処分

倫子の悲嘆

上東門院、仏・経供養

万寿五年、道長の法事準備

源師房北の方の御産

道長の四十九日法事

道長回想

行成の四十九日法事

除目

長家、倫子第に住む

百体観音を阿弥陀堂に安置

一品宮枇杷殿に退出

道長病をおして枇杷殿に参る

源俊賢出家

道長百体釈迦如来を法成寺に移す（一）

道長百体釈迦如来を法成寺に移す（二）

道長再び枇杷殿に参る

信長枇杷殿より二条殿に退出

皇太后宮獅子、御悩六カ月を越ゆ

皇太后官研子御堂に寵り給う

道長百体釈迦如来供養の準備

上東門院御堂に渡御

御堂百体釈迦如来供養

『維摩経』を供養し、皇太后宮の御悩を祈る

皇太后宮研子今南殿に移御

皇太后宮研子御湯殿参り、落飾

皇太后宮研子崩御（一）

皇太后宮研子崩御（二）

皇太后宮御葬送の日を陰陽師に問う

皇太后宮御遺骸入棺

皇太后宮御葬送（一）

皇太后宮御葬送（二）

御遺骨を木幡に葬る

皇太后宮御願により、五大尊を造り奉る

一品宮以下御服を奉る

五大尊・百体不動尊供養

典侍その他の和歌

七七日の御法事

道長の病益々重し

故皇太后宮御法事を御堂に行う（一）

故皇太后宮御法事を御堂に行う（二）

八

九
一
二
三
四
五
六
七
八
九

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

○
一
二
三
四
五
六

一
一
一
一
一
一
一

三○

七
八
九
○
一
二
三
四
五
六

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

一
一

一
一
一

一

一
一

一
一

巻第三十一殿上の花見

一道長葵去後の一家の有様

二上東門院の御有様

三中宮威子の御有様

高松殿明子腹の君達

四章子内親王袴着

五章子内親王袴着後宴の和歌

六章子内親王一品になる

七御厘殿生子入内の問題

八頼宗の大姫君と中姫君

九式部卿宮姫君と御匡殿の有様

一○中宮威子の御有様

一一後一条院姫宮達の御有様

一二選子内親王斎院退下

一三行成莞去の頃公任の和歌

一四右兵衛督実成の子女

一五能信、公成女茂子を養女とす

長家、女院の中将に通ず

一六源祇子、関白頼通の子を生む

一七前斎院、兵部卿宮と御対面

一八殿上の人人白河の花見

一九上東門院石清水・住吉御幸（一）

二○上東門院石清水・住吉御幸（二）

二一上東門院石清水・住吉御幸（三）

二二石清水御参詣

二三潟||の船旅

二四住吉御参詣

二五天王寺御参詣

二六天王寺より還御

二七天の河にて和歌を召さる（一）

二八天の河にて和歌を召さる（二）

二九天の河にて和歌を召さる（三）

帰京

七
八
九
○
一
二
三
四

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

巻第三十つるのはやし

一道長病悩

故皇太后宮御正日の法事

二道長の病おもる

三五節

四一品宮道長の病を訪い、枇杷殿渡御

五源師房室隆子、道長の病を訪う

六中宮威子法成寺に行啓

七道長・女院贈答歌

八道長、阿弥陀堂に移る

九後一条天皇法成寺に行幸（一）

一○後一条天皇法成寺に行幸（二）

一一東宮行啓

一二御堂に見舞い集まる

一三道長臨終のさま（一）

一四道長臨終のさま（二）

一五道長臨終のさま（三）

一六道長墓去

一七葬送（一） ’1
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御葬送

出羽弁の歌

上東門院京極殿に遷御

中宮威子の悲嘆

清涼殿の壷の柳の造花芽をふく

中納言顕基出家

故後一条院葬送の夜の和歌

馨子内親王斎院退下

美作三位の出家

女房達の忌中の和歌

上東門院、一品宮・前斎院に御対面（一）

上東門院、一品宮・前斎院に御対面（二）

中宮威子御出家、ついで崩御（一）

中宮威子御出家、ついで崩御（二）

中宮亡き後の鷹司第の悲しみ 囹
宮々上東門院に遷り給う、女房達の追慕の歌

女房達の中宮追慕の歌

御喫・大嘗会（一）

御旗・大嘗会（二）

女房達と長家の贈答歌

さらに大膳職に遷御

中宮初斎院に行啓

章子内親王の御有様

斎院御旗

賀茂祭

上東門院内裏に入御（一）

上東門院内裏に入御（二）

斎院に行啓

斎院庚申和歌

斎院の連歌

三二

三四

囮
五
六
七
八
九
○一

二石

一一

二/、

團三七

一
二
三
四
五
六
七
八
九
○
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

巻第三十二歌合

一鷹司殿倫子七十の賀（一）

二鷹司殿倫子七十の賀（二）

三鷹司殿倫子七十の賀（三）

御仏名

四御賀屏風歌

五上東門院に朝観行幸啓

六内宴

七殿上賭弓

八倫子と中宮の贈答歌

九藤壺の花の宴

一○賀茂祭

一一小一条院の御子たち

一二小一条院へ検非違使向かう

内大臣教通、御厘殿の入内を図る

一三女院、高陽院に殿の上に対面

一四殿上人、嵯峨野の花見

新嘗会

一五一品宮三人おわします

一六民部卿斉信亮ず

一七関白頼通、師房・信家を養子とす

一八東北院の建立と念仏会

一九高陽院水閣歌合（一）

二○高陽院水閣歌合（二）

二一高陽院水閣歌合（三）

二二高陽院水閣歌合（四）

二三高陽院水閣歌合（五）

二四高陽院水閣歌合（六）

二五高陽院水閣歌合（七）

二六高陽院水閣歌合（八）

二七通房元服

春宮大夫頼宗の君達

二八通房、春日祭の使

二九章子内親王、御裳着の仕度

三○後一条天皇、御譲位のおぽしめし

三一後一条天皇御悩

巻第三十四暮まつほし

一敦康親王女娠子入内

二禎子内親王皇后に、源子女王中宮に立ち給う

三上東門院御剃髪

四後一条院御一周忌

後朱雀帝と皇后宮の贈答歌

五後朱雀帝宮達を愛し給う

六親仁親王御元服、立太子

七高陽院に行幸

中宮の前栽合と菊合

八皇后宮大夫能信病悩

九章子・馨子両内親王髪削ぎ

一○三位中将信家、償子女王と結婚

一一章子内親王裳着

一二章子内親王東宮妃となる（一）

一三章子内親王東宮妃となる（二）

一四弁の乳母・出羽弁の歌

一五中宮娠子御懐妊

後朱雀天皇の御性質

一六清涼殿の長橋荒廃、女房達の歌

一七上東門院宮廷に入る

一八清涼殿を改築のため壊す

一九中宮皇女（祐子）出産

二○上東門院故後一条院を偲び給う

二一大夫の君道家卒去

二二中宮再び御懐妊、伊勢大神宮の託宣

二三内裏焼亡により京極殿へ行幸

二四中宮、皇女謀子出産、ついで崩御

二五御厘殿生子入内

巻第三十三きるはわびしとなげく女房

一後一条天皇崩御

－92－



「栄花物語』絵入版本について

二八後朱雀天皇故中宮を偲び給う

二九通房員外権大納言に任ず

新造内裏に遷御

尊仁親王読書始の儀

三○頼宗女延子入内

三一宮廷の有様

三二内裏焼亡

三三入道大納言公任と天皇の贈答歌

三四殿上の雪山の歌

天皇一条院に遷御

三五管絃の遊び

三六権大納言通房右大将兼任

一条院焼亡、高陽院の有様

三七正月、後宮の有様

三八最勝御八講

出羽弁の事

三九後一条天皇と後朱雀天皇の比較

四○高陽院駒競行幸

○
一
二
三
四
五
六
七
八
九
○
一

一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一
一

教通中姫君と小姫君

太政官朝所焼亡、天皇二条殿に遷幸

章子内親王流行病をやむ、立后宣旨

章子内親王立后（一）

章子内親王立后（二）

小野宮実資莞去

章子内親王内裏に入御

御謨・大嘗会

白河殿の天狗

右大臣教通女歓子入内

永承四年内裏歌合（一）

永承四年内裏歌合（二）

鶏合

法成寺内の新堂供養（一）

法成寺内の新堂供養（二）

内大臣頼宗三女入内の心ざし

関白頼通女寛子入内

女御寛子皇后に冊立

皇后寛子の周辺

教通、生子立后なきを嘆く

能信養女茂子入東宮

女御歓子懐妊、出産

女御歓子准三宮

永承六年内裏根合（一）

永承六年内裏根合（二）

頼通男師実元服

三条殿祇子逝去

後冷泉天皇癒病を悩み給う

鷹司殿倫子墓去

高陽院焼亡、冷泉院に遷御

里内裏京極殿焼亡

皇后寛子御悩

師実、石清水臨時祭舞人を勤む

後冷泉天皇の御性質

一条院里内裏焼亡

師実、小少将に通じ子を挙ぐ

教通、博子女王と結婚

斎院東宮妃となる

東宮の御こたち

中宮・皇后の御有様

女御歓子の御有様

梅壺女御生子尼となる

五節の装束

中宮・皇后・女御の御有様

大納言信家の忍び歩き

師実、源麗子と結婚

頼通以下昇進

五節、内大臣師実の有様

東宮の御事

内大臣師実大饗

囮

一
一
三
一
一
型
三
一
コ
圭
弘巻第三十五<ものふるまひ

一関白頼通病悩、通房莞去

二通房北の方の悲嘆と和歌

三法事の和歌

四通房手習の歌

五通房北の方と廷子女御の贈答歌

六頼通の悲嘆

七東北院御念仏

八麗景殿女御懐妊、頼宗任大将

後朱雀天皇にきみを病み給う

九
○
一
二
三

三
四
四
四
四

囹

国

四
五
六
七

四
四
四
四巻第三十六根あはせ

一後朱雀天皇の御悩おもる

二教通、女御生子立后の事なきを嘆く

三女御生子退出せんとす

四斎宮良子准三宮の宣旨

女御生子立后の事をめぐり、後朱雀天皇夢を見給う

五後朱雀天皇御譲位

六斎宮と二の宮の後事につき、後朱雀天皇の憂慮

七後朱雀天皇崩御

八梅壺女御の悲嘆と千部経読経書写

麗景殿女御皇女御産

九後冷泉天皇御即位、京極殿へ遷御

一○四条中納言定頼莞去

一一弁の乳母・源三位の贈答歌

一二出羽弁以下の歌

一三筒鷹の御所の有様

皇后宮の御有様

一四梅壺女御生子の御有様

一五上東門院白河殿に遷御

一六白河殿の御生活（一）

八
九
○

四
四
五

一
一
一

五
五

垂
皿
五
麩
垂
郵
珂

六○
一

ノ 、 一
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東宮大夫の女御道子の有様

二の宮実仁親王御五十日

新造内裏に遷幸

祗園・日吉社行幸、地震

実仁親王の御乳母

季宗左中将に任ず

斎宮俊子内親王伊勢に下り給う

梅壺女御基子流産

篤子内親王斎院に卜定

後三条天皇御譲位

女御基子准三宮

後三条院飲水病をやみ給う

梅壷女御皇子御産

後三条院方違の御幸

天王寺御幸（一）

天王寺御幸（二）

天王寺御幸（三）

天王寺御幸（四）

天王寺御幸の和歌（一）

天王寺御幸の和歌（二）

天王寺御幸の和歌（三）

天王寺御幸の和歌（四）

天王寺御幸の和歌（五）

天王寺御幸より還御

後三条院の御悩重り、御出家

後三条院崩御

哀傷歌の贈答

正月の榊L

皇后宮春秋歌合（一）

皇后宮春秋歌合（二）

皇后宮春秋歌合（三）

皇后宮春秋歌合（四）

皇后宮春秋歌合（五）

この物語を書いた作者のことば

一
二
三
四
五

一
一
一
一
一

四
五
六
七
八
九

一
ハ
ー
ハ
ー
ハ
ー
ハ
｛
ハ
｛
ハ

一

一ノ、

一七

巻第三十七けぶりの後

一中宮章子の七夕祭

二六条斎院と物語合

三内裏・大極殿焼亡

法成寺焼亡

四斎院の交替

五梅壺女御の病気と父教通の焦慮

六中納言俊房前斎院に密通

七東宮女楓喋子御産のみこ天亡

東宮女御茂子蔓去

八中宮の女房馬場殿に花を見る

九天皇蹴鞠御覧

中宮・皇后交替に参内

一○女御歓子小野に滞在

一一東宮女御馨子男みこ御産

一二師実北の方男君御産

東宮若宮の御乳母達

一三東宮若宮御湯殿の儀

一四若宮天亡・京極殿の産養

一五民部卿長家飲水病をやむ

一六長家莞去

頼宗右大将を辞し、師房代わる

一七教通左大将を辞し、師実代わる

頼宗亮去

一八頼通宇治の別第を寺とし､これに篭もる囹
一九高陽院哀筆御八講

二○五巻の日（一）

二一五巻の日（二）

二二年改まる（治暦三年）

二三高陽院里内裏の有様

二四中宮二条殿に造仏供養

二五字治行幸

東宮と関白御仲悪しき事

一八

一九

Ｏ
一
二
三
四
五
六
七
八
九
○
一
二
三

二
二
二
二
二
二
二
二
二
二
三
三
三
三

巻第三十九布引の滝

一頼通葵去

二頼通回顧

三故頼通七七法事

四淳子内親王斎宮に卜定

斉子内親王斎院に卜定

五女御賢子懐妊、立后の宣旨

太皇太后章子内親王女院となる

六中宮大饗

七権大納言顕房

八東三条殿の中宮御産の有様

九顕房女寵幸を得て皇子を生む

一○上東門院御悩

一一大嘗祭御褒

一二上東門院崩御

一三上東門院御葬送

一四中宮賢子皇子を生み奉る

一五若宮の御七夜

一六中宮東三条殿へ渡御、白河天皇

一七若宮の御乳母

巻第三十八松のしづえ

一源基子後三条天皇の寵を得て懐妊

二基子尾張前司経平の家に退出

三一品宮の御配慮

四皇子実仁親王御誕生

五基子女御となりて入内

六女御基子と後冷泉院後宮との比較

七後三条院と後冷泉院の御世の相違（一）

中宮東三条殿へ渡御、白河天皇行幸

若宮の御乳母

中宮賢子再び御懐妊

関白教通墓去一八
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白河院高野御幸

忠実石清水臨時祭の舞人を勤む

石清水八幡宮行幸

白河院・前斎宮賀茂祭を御見物

二条院御堂を建て供養

民部卿経信と女房の贈答歌

皇太后小野に龍居、四条宮宇治に御堂建立

瑠璃女御逝去、令子内親王斎院にト定

中宮賢子皇女御産

関白師実布引の滝遊覧

中宮宮達の御戴餅

臨時客

中将師通の婚儀

右大臣師房風病をやむ

朝観行幸

師房苑去

師房北の方隆子の幸福

師通宰相大将となる

毎年賀茂祭行幸の始

関白師実賀茂詣で

女御道子准三宮となり入内

赤もがさ流行

女御道子皇女御産

中宮入内、一の宮に対する思い出

提子内親王斎宮にト定の予定

法勝寺供養

一の宮追憶

宇治法華八講

承暦二年内裏歌合

勅撰和歌集の御沙汰

提子内親王袴着、斎宮に卜定

中宮皇女御産

関白師実夫妻石清水参詣

五節

斎宮御旗

中宮皇子御産

師実、孫忠実を養育

中宮御懐妊、皇女御産

師通北の方と離別

信長任太政大臣、俊家以下遷任

女御道子と中宮賢子

俊家・能長蔓去

大臣召し

善仁親王賀茂祭御覧
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一八令子・頑子両内親王白河院に御対面

斎院御謨

一九斎宮善子内親王伊勢下向

忠実俊房女と結婚

二○忠実春日祭上卿勤仕 国
三○
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巻第四十紫野

一四条宮・関白師実夫妻天王寺詣で

二中宮賢子崩御

三白河天皇の御悲嘆

四白河天皇故中宮のため御堂造営

右大弁通俊らの歌

五もがさ流行、東宮莞去

六白河天皇鳥羽離宮造営、御譲位

七師房北の方逝去

八堀河天皇御即位

御譲位後の白河上皇

九新斎宮卜定、前斎官帰京

一○御謨
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